
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館には、小論文への取り組みを手助けする本が沢山あります。 

①小論文の書き方 ②知識を深める  ③問題の種類別 

この 3 っつのテーマに分けて紹介します。 

①小論文の書き方 

「小論文これだけ！」シリーズ   樋口裕一 著   東洋経済新聞社  

著者は樋口裕一さん。文章の書き方指導の本も含めると 100冊以上の著書を出版。この

シリーズは、超基礎編に始まり、初めて小論を学ぶ人にわかりやすい本です。その本読み終え

た後、看護、教育、経済など、学部別のノウハウ本に進みます。段階を踏んで学べる天高小論

文対策人気図書です。 

「落とされない小論文」   今道琢也 著   ダイヤモンド社    

   元 NHK アナウンサーの超人気講師が、2000 本の「失敗答案」から統計的に導いた 

「全試験共通の減点基準」公開いています。「なぜ、この書き方ではダメなのか」 「どうすれ

ば、良くなるのか」 Before→After 形式で、明確な結論を出します。 

②知識を深める 

「岩波ブックレット」シリーズ   岩波書店 

「はじめの一歩、はじめの一冊」をモットーとし、岩波書店から出版されている平均 70ペー

ジの小冊子。憲法・平和・人権・環境などが主なテーマで、コンパクトにまとめられ、知識を増

やすのに適した本です。 

「月刊新聞ダイジェスト」   新聞ダイジェスト社 

    日本国内で発行された新聞（主に全国紙）の記事を集約し、１ヶ月のニュースを 1冊にま

とめた雑誌です。政治・経済・教育など、項目別にまとめられているので読みやすいです。社

説の読み比べもおもしろいです。巻末に今月のキーワード、時事問題、一般教養問題などが

あり、公務員試験対策本としても使えます。 

「文藝春秋オピニオン 2024 年の論点 100」  文芸春秋 

『ビリギャル』の坪田先生が、小論文対策として、おすすめしている本です。 

１．文章が明晰で、論理的、長さも 2400 字程度と読みやすい。 

２．旬のテーマを政治・経済から芸能・文化まで幅広く網羅。 

３．読み応えがある文章なので、何度か音読するだけでも、国語力が向上。 

「朝日キーワード 2025」   朝日新聞出版 

ネットでは読めない重要ニュースの「本質」がわかります。朝日新聞一線記者が書く「ポイ

ント解説」と長文詳説の２本立てで、日本と世界の情勢を効率的に学べます。 

③問題の種類 

   小論文の問題は、課題文型、テーマ型、グラフ・図表型の 3 っつとなります。 

 それぞれの学校の特徴に合わせて、取り組んでいくことになります。 

 おすすめの参考書を紹介します。 

 「改訂版 採点者の心をつかむ合格する小論文」 かんき出版 

「資料と課題文を攻略して合格答案を書くための小論文のオキテ PRO」 KADOKAWA  

 

紹介した本以外にも、たくさんの参考書がありますので、図書館に来て、手に取っ

て自分に今必要な本を見つけてください。 

   

  

 

 

 

 

「岩波ブックレット」シリーズ 

 

「論点」と「キーワード」 

「月刊新聞ダイジェスト」 

＜図書館からのおすすめ本＞  『やりたいことが見つからない君へ』 坪田信貴    小学館 
 

「小論文これだけ！」シリーズ 

図書部＆進路指導
部から、進路情報
を発信します。 

「落とされない小論文」 

スタートライン 

☆小論文対策してますか？ 

 

「採点者の心をつかむ合格する小論文」 

『ビリギャル』の坪田先生による著書です。「『やりたいことが見つからない』と悩んでいる人、それは自分の人生をよりよいものにしたいと努力している証拠。」、あとが

きに書かれていた言葉です。この本は、若いみなさんにエールを送る本ですが、全世代の人にも元気を与えてくれると作品だと思います。坪田先生の夢は、「世界一強

いサッカーチームを作ること」だそうです。絶対無理だろうと思われていた目標ですが、「目の前の一人を感動させていく」ことを続けていくと、吉本興業会長だった大崎

さんと出会い、2022 年から社外取締役に就任し、今ではサッカーやスタジアムの建設に関わり始めているそうです。私もこの本を読んだ後、以前にあきらめていたこと

を、もう一度始めてみようと思いました。 

 


